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第 3 章 新入生および保護者対象調査の結果報告                

―奨学金に関する集計結果―                         

第3章では、新入生419名、新入生の保護者410名に対する調査結果について報告する。 

 

（1）問題・目的 
本章では、新入生および保護者を対象とした調査の中から、奨学金制度および学生寮に関する調

査項目を取り上げ、それぞれの現状を明らかにし、昨年度の結果と比較して、今後の課題や展開を

示唆することを目的とする。具体的には、以下の 2 点について明らかにする。 

1. 新入生のうち、どのような学生が奨学金を認知しているのか、奨学金の受給経験があるのか、

学生寮を認知しているのかを明らかにし、本学の奨学金制度および学生寮の今後の課題や展開を

示唆する。 

2. 保護者のうち、どのような保護者が奨学金を希望しているのか、学生寮への入寮を希望して

いるのかを明らかにし、本学の奨学金制度および学生寮の今後の課題や展開を示唆する。 

 

（2）奨学金に関する結果 
 

①新入生の結果 

 

＜奨学金等制度の認知と受給経験＞ 

 新入生の奨学金等制度の認知と受給経験について示したものが図表1-1～1-3である。 

図表1-1は奨学金等制度の認知について、学部別に示している。奨学金等制度について、1つでも

認知していれば「知っている」とした。 

全体では69.5％の新入生が奨学金等制度について認知している。学部別にみると、理学部での認

知度が最も低く、60.7%であり、これは昨年度と同様の傾向である。 

 

 

図表1-1 学部別奨学金等制度の認知 
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図表1-2は、奨学金等制度の認知について、本学独自の制度も含め複数回答可として尋ねた結果

である。最も認知度が高いものは本学独自の奨学金である「みがかずば奨学金」で48.4％である。

それに次いで日本学生支援機構の奨学金の第一種・第二種が42.5％、39.1％と続いている。また、

「知っているものはない」が26.7%であり、これは昨年度の31.8%と比べて5.1ポイント低い結果と

なった。 

 

 

図表1-2 奨学金等制度の認知 

 

 図表1-3は、これまで受けたことのある奨学金等制度について、複数回答可として尋ねた結果で

ある。「特待生」が4.1%と最も多く、次いで「日本学生支援機構」が3.1％であった。ほかの奨学金

等制度の受給経験は1～3%程度と低い割合を示している。 

 

 

図表1-3 制度別奨学金・学費免除等制度の受給経験 

 

奨学金等

制度名称 

日本学生

支援機構

地方公共

団体 

学校独自

の奨学金

民間奨学

団体 
新聞社 その他 学費免除 特待生 

受けたこ

とがある 
3.1% 1.9% 2.4% 1.7% 0.0% 0.7% 1.7% 4.1%
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＜奨学金等制度の認知と属性などの項目とのクロス表＞ 

 次に、どのような学生が奨学金等制度を認知しているのかを明らかにするため、「奨学金の認知」

と各項目のクロス表を作成した。「奨学金の認知」は、それぞれの選択肢の中で一つでも認知して

いれば「知っている」として分析した。結果を図表1-4～1-9に示す。 

 

図表1-4は「きょうだい数」と「奨学金認知」のクロス表である。きょうだい数と奨学金認知に

ついて有意な関連はみられなかった。 

 
図表1-4 きょうだい数 と 奨学金認知 のクロス表 

 奨学金認知 合計 

知っている 知らない

きょうだい数 

1人っ子 
度数 47 20 67

% 70.1% 29.9% 100.0%

2人きょうだい 
度数 171 62 233

% 73.4% 26.6% 100.0%

3人以上 
度数 73 29 102

% 71.6% 28.4% 100.0%

合計 
度数 291 111 402

% 72.4％ 27.6% 100.0%

n.s.            注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant）    
 

図表1-5は「出身高校設置者」と「奨学金認知」のクロス表である。ただし出身高校の設置者と

奨学金の認知について有意な関連は見られなかった。 

 
図表1-5 出身高校設置者 と奨学金認知 のクロス表 

            
奨学金認知 

合計 
知っている 知らない 

出身高校設置者 

公立
度数 181 56 237 

％ 76.4% 23.6% 100.0% 

私立
度数 95 44 139 

％ 68.3% 31.7% 100.0% 

国立
度数 10 10 20 

％ 50.0% 50.0% 100.0% 

海外
度数 4 1 5 

％ 80.0% 20.0% 100.0% 

合計 
度数 290 111 401 

％ 72.3% 27.7% 100% 

        n.s.            注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 
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 図表 1-6 は「奨学金受給経験」と「奨学金認知」のクロス表である。奨学金の受給経験がある場

合には、奨学金等制度についても認知している割合が高いことが明らかとなった。これは昨年度と

同様の結果であった。 

 

 **  注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 

 

図表 1-7 は「入学後の予定住居」と「奨学金認知」のクロス表である。入学後に予定している住

居が実家以外（賃貸マンション・アパート、学生寮）の新入生が、奨学金等制度について認知して

いる割合が高く有意な関連が見られた。 

 
図表1-7 入学後の予定住居 と 奨学金認知 のクロス表 

 奨学金認知 合計 

知っている 知らない

入学後の

予定住居 

実家以外 
度数 135 34 169

% 79.9% 20.1% 100.0%

実家 
度数 156 78 234

% 66.7% 33.3% 100.0%

合計 
度数 291 112 403

% 72.2% 27.8% 100.0%

              **  注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant）  
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図表1-8は「仕送り額」と「奨学金認知」のクロス表である。図表1-8での「仕送り額」は、入学

後の予定住居を「実家以外（賃貸マンション・アパート、学生寮）」と回答した新入生の仕送り額

を示している。仕送り額が高いほど奨学金の認知率が下がり有意な関連がみられた。 

 
図表1-8 仕送り額 と 奨学金認知 のクロス表 

 奨学金認知 合計 

知っている 知らない

仕送り額 

仕送りなし 
度数 14 1 15

% 93.3% 6.7% 100.0%

5万円未満 
度数 13 2 15

% 86.7% 13.3% 100.0%

5万円以上10万円未満 
度数 60 9 69

% 87.0% 13.0% 100.0%

10万円以上 
度数 40 23 63

% 63.5% 36.5% 100.0%

合計 
度数 127 35 162

% 78.4% 21.6% 100.0%

           **  注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 

 

 

 

図表 1-9 は「学生寮認知」と「奨学金認知」のクロス表である。学生寮について認知している場

合は、奨学金等制度についても認知している割合が高く、これは昨年度と同様の結果であった。 

 
図表1-9 学生寮認知 と 奨学金認知 のクロス表 

 奨学金認知 合計 

知っている 知らない

学生寮認知 

知っている
度数 218 35 253

% 86.2% 13.8% 100.0%

知らない 
度数 72 77 149

% 48.3% 51.7% 100.0%

合計 
度数 290 112 402

% 72.1% 27.9% 100.0%

               *** 注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 

 

 

 

41



43 
 

②保護者の結果 

 

<奨学金等制度の認知・受給経験・利用希望> 

 保護者の票の奨学金等制度の認知、利用希望について示したものが図表 2-1～2-2 である。 

図表2-1は、保護者の奨学金・学費免除等の制度の認知について、本学独自の制度も含め複数回

答可として尋ねた結果である。 

奨学金制度に関しては、日本学生支援機構第一種が66.8％と最も高い認知率であり、第二種が

59.0％と続く。平成30年度の「新入生の生活に関する調査報告書」保護者回答と比較すると、「日

本学生支援機構(緊急・応急採用奨学金)」以外はいずれの制度も認知率は下がっており、「知ってい

るものはない」という回答は、昨年度よりも4.9ポイント高い結果となっている。 

 

 
図表 2-1 保護者の奨学金等制度の認知度 
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 図表 2-2 では大学入学後の奨学金等制度利用希望について、複数回答可として尋ねた結果であ

る。もっとも利用希望率が高かったものは、日本学生支援機構（第一種奨学金）であり、次いで日

本学生支援機構（第二種奨学金）であった。昨年度の調査においては、本学独自の奨学金である「桜

蔭会奨学金(3 年生向け)」と「みがかずば奨学金」の２つが最も高い利用希望率であったが、一昨

年以前の「新入生の生活に関する調査報告書」では、いずれの年度においても、日本学生支援機構

(第一種奨学金)が最も高い利用希望率であり、本年と同じ結果となっている。 

また、「希望するものはない」と回答した割合が 53.2%であり、これは過去８年の調査と比べて

最も高い割合である。 

 

図表 2-2 奨学金等制度の利用希望 

 

  

16.8%

13.2%

2.0%

7.3%

12.2%

12.4%

9.5%

0.2%

3.4%

1.0%

9.5%

1.0%

53.2%

7.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

日本学生支援機構（第一種奨学金）

日本学生支援機構（第二種奨学金）

日本学生支援機構（緊急・応急採用奨学金）

地方公共団体の奨学金

民間奨学団体の奨学金

みがかずば奨学金

桜蔭会奨学金（３年生向け）

育児支援奨学金

入学料免除制度

入学料徴収猶予制度

授業料免除制度

授業料徴収猶予制度

希望するものはない

無回答
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図表2-7は「世帯年収」と「奨学金希望」のクロス表である。「1200万円以上」の選択肢を合算し

てクロス表を作成した。世帯年収が800万円未満の場合には奨学金を希望する割合が高く、世帯年

収が800万円以上の場合には奨学金を希望する割合が低下する傾向が見られた。昨年度、一昨年度

は1000万円以上から奨学金を希望する割合が低下する傾向が見られた。 

 
図表2-7 世帯年収 と 奨学金希望 のクロス表 

  
奨学金希望 

合計 
希望する 希望しない 

世帯年収 

400 万円未満 
度数 27 4 31 

% 87.1% 12.9% 100.0% 

400 万円以上 

600 万円未満 

度数 21 6 27 

% 77.8% 22.2% 100.0% 

600 万円以上 

800 万円未満 

度数 40 21 61 

% 65.6% 34.4% 100.0% 

800 万円以上 

1000 万円未満 

度数 32 57 89 

% 36.0% 64.0% 100.0% 

1000 万円以上 

1200 万円未満 

度数 22 50 72 

% 30.6% 69.4% 100% 

1200 万円以上 
度数 18 78 96 

% 18.8% 81.3% 100.0% 

合計 
度数 160 216 376 

% 42.6% 57.4% 100.0% 

      ***  注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 
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 図表2-8は「家計支持者年収」と「奨学金希望」のクロス表である。「1200万円以上」の選択肢は

合算してクロス表を作成した。家計支持者の年収が800万円未満の場合には奨学金を希望する割合

が高く、家計支持者の年収が800万円以上の場合には奨学金を希望する割合が低下する傾向が見ら

れた。これは、昨年度と同様の結果である。 

 
図表2-8 家計支持者年収 と 奨学金希望 のクロス表 

 奨学金希望 合計 

希望する 希望しない 

家計支持者年収 

400万円未満 
度数 35 4 39

% 89.7% 10.3% 100.0%

400万円以上 

600万円未満 

度数 30 23 53

% 56.6% 43.4% 100.0%

600万円以上 

800万円未満 

度数 47 32 79

% 59.5% 40.5% 100.0%

800万円以上 

1000万円未満 

度数 24 47 71

% 33.8% 66.2% 100.0%

1000万円以上 

1200万円未満 

度数 15 50 65

% 23.1% 76.9% 100.0%

1200万円以上 
度数 8 59 67

% 11.9% 88.1% 100.0%

合計 
度数 159 215 374

% 42.5％ 57.5% 100.0%

   ***  注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 

 

図表2-9は「奨学金受給経験」と「奨学金希望」のクロス表である。これまでに奨学金受給経験

がある場合には奨学金を希望する割合が高いことが示された。これは昨年度と同様の結果であった。 

 
図表2-9 奨学金受給経験 と 奨学金希望 のクロス表 

 奨学金希望 合計 

希望する 希望しない

奨学金 

受給経験 

経験なし 
度数 115 206 321

% 35.8% 64.2% 100.0%

経験あり 
度数 42 10 52

% 80.8% 19.2% 100.0%

合計 
度数 157 216 373

% 42.1% 57.9% 100.0%

              ***   注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 
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 図表 2-10 は「学生寮認知」と「奨学金希望」のクロス表である。学生寮を知っている場合、奨

学金を希望する割合が高いことが示された。これは昨年度と同様の結果であった。 

 
図表2-10 学生寮認知 と 奨学金希望 のクロス表 

 奨学金希望 合計 

希望する 希望しない

学生寮認知 

知っている 
度数 106 99 205

% 51.7% 48.3% 100.0%

知らない 
度数 53 119 172

% 30.8% 69.2% 100.0%

合計 
度数 159 218 377

% 42.2% 57.8% 100.0%

             ***    注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 

 

図表2-11は「学生寮希望」と「奨学金希望」のクロス表である。学生寮を希望している場合、奨

学金を希望する割合が高いことが示された。これは昨年度の結果と同様の結果であった。 

 
図表2-11 学生寮希望 と 奨学金希望 のクロス表 

 奨学金希望 合計 

希望する 希望しない

学生寮希望 

希望する 
度数 65 22 87

% 74.7% 25.3% 100.0%

希望しない 
度数 87 195 282

% 30.9% 69.1% 100.0%

合計 
度数 152 217 369

% 41.2% 58.8% 100.0%

      ***    注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 
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（3）学生寮に関する結果 
 

①新入生の結果 

 

<学生寮の認知> 

図表3-1は本学の学生寮の認知について、複数回答可として尋ね、学部別に集計した結果である。

1つでも認知している学生寮があれば「知っている」とした。全体では62.0％の新入生が学生寮に

ついて認知している。 

学部別にみると、理学部が他学部に比べて低い結果となっており、これは昨年度、一昨年度の調

査でも同様の結果であった。 

 

 
図表 3-1 本学の学生寮に対する認知（学部別）  
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 図表 3-2 では本学の学生寮に対する認知を複数回答可として尋ね、寮の種類別に集計した結果で

ある。本学には自治寮である国際学生宿舎（学部生対象）、小石川寮（大学院生対象）、教育寮であ

るお茶大 SCC（学部 1・2 年生対象）の 3 つの学生寮がある。認知率は、お茶大 SCC が 59.7％と

最も高く、次いで国際学生宿舎 44.9%、小石川寮 26.0%であった。 

 
図表 3-2 本学の学生寮に対する認知（寮別）  

 

認知率の経年の変化を見ると、平成 30 年度の調査では、お茶大 SCC60.5%、国際学生宿舎の

40.5％、小石川寮 24.8％、平成 29 年度の調査では、お茶大 SCC60.1％、国際学生宿舎 51.0％、小

石川寮 29.2％、平成 28 年度の調査では、お茶大 SCC68.8％、国際学生宿舎 54.5％、小石川寮 31.3％

であった、平成 27 年度の調査では、お茶大 SCC71.9%、国際学生宿舎 48.7%、小石川寮 33.5％で

あり、お茶大 SCC は、他２寮と比べて認知率の減少が顕著であった。 

 

 

図表 3-3 本学の学生寮に対する認知率の推移（寮別）  
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入寮を希望する学生寮を複数回答可として尋ねた結果が図表 3-3 である。希望する学生寮を「特に

ない」と回答した新入生が最も多く 76.1%であった。国際学生宿舎を希望する学生は 17.9%で、お

茶大 SCC を希望する学生は 11.5%、小石川寮は 1.2％であった。 

 希望率の経年の変化を見ると、平成 30年度の調査では、「特にない」と回答した新入生は 76.5％、

国際学生宿舎 18.6％、お茶大 SCC12.9％、小石川寮は 0.3％であった。、平成 29 年度の調査では、

「特にない」とした新入生は 77.7％であり、国際学生宿舎を希望する学生は 18.5％、お茶大

SCC9.4％、小石川寮 0.9％であり、経年での希望率の変化は見られなかった。平成 28 年度以前の

調査では、新入生自身への入寮を希望する学生寮についての調査はおこなわれていない。 

 

 
図表 3-4  本学の学生寮への入寮希望（寮別） 
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<学生寮の認知と属性などの項目とのクロス表> 

 次に、どのような新入生が本学の学生寮について認知しているか明らかにするため、「学生寮の

認知」と各項目とのクロス表を作成した。それぞれ結果を図表 3-4～3-8 に示す。「学生寮の認知」

は、本学の学生寮のうち、1 つでも知っているものがあれがば「知っている」とした。  

図表3-4では「きょうだい数」と「学生寮認知」のクロス表である。きょうだい数と学生寮認知

との間には有意な関連はみられなかった。これは昨年度と同様の結果であった。 

 
図表3-4 きょうだい数 と 学生寮認知 のクロス表 

 学生寮認知 合計 

知っている 知らない

きょうだい数 

1人っ子 
度数 48 21 69

% 69.6% 30.4% 100.0%

2人きょうだい 
度数 154 87 241

% 63.9% 36.1% 100.0%

3人以上 
度数 58 45 103

% 56.3% 43.7% 100.0%

合計 
度数 260 153 413

% 63.0% 37.0% 100.0%

     n.s.            注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 

 

 

 

図表3-5は「出身高校設置者」と「学生寮認知」のクロス表である。「出身高校設置者」と「学生

寮認知」との間には有意な関連は見られなかった。 

 
図表3-5 出身高校設置者 と 学生寮認知 のクロス表 

n.s.    注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 

 

  
学生寮認知 

合計 
知っている 知らない 

出身高校設置者 

公立
度数 160 84 244 

％ 65.6% 34.4% 100.0% 

私立
度数 84 57 141 

％ 59.6% 40.4% 100.0% 

国立
度数 12 10 22 

％ 54.5% 45.5% 100.0% 

海外
度数 3 2 5 

％ 60.0% 40.0% 100.0% 

合計 
度数 259 153 412 

％ 62.9% 37.1% 100.0% 
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図表3-6は「奨学金受給経験」と「学生寮の認知」のクロス表である。「奨学金受給経験」と「学

生寮認知」の間には有意な関連はみられなかった。 
 
 

図表3-6 奨学金受給経験 と 学生寮認知 のクロス表 

 学生寮認知 合計 

知っている 知らない

奨学金受給経験 

経験なし 
度数 37 18 55

% 67.3% 32.7% 100.0%

経験あり 
度数 223 136 359

% 62.1% 37.9% 100.0%

合計 
度数 260 154 414

% 62.8% 37.2% 100.0%

             n.s.   注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 

  

図表3-7では「入学後の予定住居」と「学生寮認知」のクロス表である。入学後の住居が実家以

外（賃貸マンション・アパート、寮など）の場合には、学生寮について認知している割合が高いこ

とが明らかになった。 

 
 

図表3-7 居住予定の住居 と 学生寮認知 のクロス表 

 学生寮認知 合計 

知っている 知らない

居住予定の住居 

実家以外
度数 141 36 177

% 79.7% 20.3% 100.0%

実家 
度数 119 118 237

% 50.2% 49.8% 100.0%

合計 
度数 260 154 414

% 62.8% 37.2% 100.0%

             ***    注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 
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図表 3-8 は「仕送り額」と「学生寮の認知」のクロス表である。図表 3-8 での「仕送り額」は、

入学後の予定住居を「実家以外（賃貸マンション・アパート、寮など）」と回答した新入生の仕送

り額を示している。「仕送り額」と「学生寮の認知」の間には有意な関連は見られなかった。 

 
図表3-8 仕送り額 と 学生寮認知 のクロス表 

 学生寮認知 合計 

知っている 知らない

仕送り額 

仕送りなし 
度数 12 4 16

% 75.0% 25.0% 100.0%

5万円未満 
度数 11 4 15

% 73.3% 26.7% 100.0%

5万円以上 

10万円未満 

度数 63 9 72

% 87.5% 12.5% 100.0%

10万円以上 
度数 51 16 67

% 76.1% 23.9% 100.0%

合計 
度数 137 33 170

% 80.6% 19.4% 100.0%

           n.s.     注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant）  
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②保護者の結果 

 

<学生寮の認知と利用希望> 

 図表 4-1 では、新入生の保護者に本学の学生寮に対する認知を複数回答可として尋ねた結果であ

る。 

認知率が最も高かったのは、お茶大 SCC で 49.5％と最も高く、次いで国際学生宿舎が 43.7%、

小石川寮は 21.7％であった。「知らない」と回答した割合は 45.4%であった。 

 
図表 4-1 保護者の学生寮認知 

 

図表 4-2 は、保護者の学生寮に関する認知率の経年の変化を示している。平成 30 年度の調査で

は、お茶大 SCC が 52.7%、国際学生宿舎が 45.4%、小石川寮が 26.1%、「知らない」と回答した割

合は 43.3%、平成 29 年度の調査では、お茶大 SCC が 55.4%、国際学生宿舎が 47.1%、小石川寮

が 27.2%、「知らない」と回答した割合は 39.5%、平成 28 年度の調査では、お茶大 SCC が 68.8%、

国際学生宿舎が 54.5%、小石川寮が 31.3%、「知らない」と回答した割合は 27.6%、平成 27 年度の

調査では、お茶大 SCC が 71.9%、国際学生宿舎が 48.7%、小石川寮が 33.5%、「知らない」と回答

した割合は 27.1%という結果であり、お茶大 SCC の認知率は低下している傾向が見られ、一方、

学生寮を「知らない」と回答するものは増加傾向であり、認知率の低下が認められる。 
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図表 4-2 保護者の学生寮認知率の推移 

 

図表 4-3 は、本学の学生寮への入寮希望について複数回答可として尋ねた結果である。 

国際学生宿舎への入寮希望が 18.3％、次いでお茶大 SCC が 14.6％、小石川寮が 2.1%であり、

入寮希望について「特にない」が 73.7％であった。 

 

 
図表 4-3 本学の学生寮への入寮希望 
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保護者の学生寮への入寮希望の割合の経年の変化を見ると、平成 30 年度の調査では、国際学生

宿舎が 19.1%、お茶大 SCC が 13.8%、小石川寮が 2.1%、「特にない」と回答した割合は 74.7%、

平成 29 年度の調査では、国際学生宿舎が 20.3%、お茶大 SCC が 14.0%、小石川寮が 1.7%、「特

にない」と回答した割合は 70.6%、平成 28 年度の調査では、国際学生宿舎が 20.1%、お茶大 SCC

が 16.9%、小石川寮が 2.3%、「特にない」と回答した割合は 65.6%、平成 27 年度の調査では、国

際学生宿舎が 17.4%、お茶大 SCC が 16.0%、小石川寮が 1.4%、「特にない」と回答した割合は

70.5%という結果であり、経年での回答の割合に関する大きな変化は認められなかった。 

 

 

図表 4-4 本学の学生寮への入寮希望率の推移 
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図表 4-7 は「世帯年収」と「入寮希望」のクロス表である。質問票では、世帯年収に対して、400

万円未満から 1800 万円以上までを回答項目としていたが、「1200 万円以上」の回答数が少ないた

め「1200 万円以上 1400 万円未満」「1400 万円以上 1600 万円未満」「1600 万円以上 1800 万円未

満」「1800 万円以上」は合算してクロス表を作成した。もっとも入寮希望が高かったのは「400 万

円以上 600 万円未満」の世帯年収のものであり 57.7％であり、ついで「400 万円未満」の 46.7％

であった。世帯年収が上がると、入寮希望の割合が低くなる傾向がみられた。 
図表 4-7 世帯年収 と 入寮希望 のクロス表 

  入寮希望 合計 

希望する 希望しない 

世帯年収 400万円未満 度数 14 16 30 

% 46.7% 53.3% 100.0% 

400万円以上 

600万円未満 

度数 15 11 26 

% 57.7% 42.3% 100.0% 

600万円以上 

800万円未満 

度数 20 44 64 

% 31.3% 68.8% 100.0% 

800万円以上 

1000万円未満 

度数 22 70 92 

% 23.9% 76.1% 100.0% 

1000万円以上 

1200万円未満 

度数 11 62 73 

% 15.1% 84.9% 100% 

1200万円以上 度数 11 97 108 

% 10.2% 89.8% 100.0% 

合計 度数 93 300 393 

% 23.7% 76.3% 100.0% 

        ***      注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 
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図表 4-8 は「家計支持者の年収」と「入寮希望」のクロス表である。質問票では、家計支持者の

年収に対して、400 万円未満から 1800 万円以上までを回答項目としていたが、「1200 万円以上」

の回答数が少ないため「1200 万円以上 1400 万円未満」「1400 万円以上 1600 万円未満」「1600 万

円以上 1800 万円未満」「1800 万円以上」は合算してクロス表を作成した。家計支持者の年収が高

くなるほど、学生寮を希望する割合が低くなる傾向が見られ、有意な関連がみられた。これは昨年

度と同じ結果であった。 

 
図表4-8 家計支持者年収 と 入寮希望 のクロス表 

 入寮希望 合計 

希望する 希望しない

家計支持者年収 

400万円未満 
度数 18 20 38

% 47.4% 52.6% 100.0%

400万円以上

600万円未満 

度数 19 33 52

% 36.5% 63.5% 100.0%

600万円以上

800万円未満 

度数 22 59 81

% 27.2% 72.8% 100.0%

800万円以上

1000万円未満

度数 16 58 74

% 21.6% 78.4% 100.0%

1000万円以上

1200万円未満

度数 11 61 72

% 15.3% 84.7% 100.0%

1200万円以上
度数 6 68 74 

% 8.1% 91.9% 100.0% 

合計 
度数 92 299 391

% 23.5% 76.5% 100.0%

            ***    注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 

 

図表4-9は「奨学金受給経験」と「入寮の希望」のクロス表である。年度の調査では統計上は有

意な結果が得られなかったが、今年度の調査では過去に奨学金の受給経験がある場合、学生寮を希

望する割合が高く有意な関連が示された。 

 
図表4-9 奨学金受給経験 と入寮希望 のクロス表 

 入寮希望 合計 

希望する 希望しない

奨学金受給経験 

経験なし 
度数 72 268 340

% 21.2% 78.8% 100.0%

経験あり 
度数 20 29 49

% 40.8% 59.2% 100.0%

合計 
度数 92 297 389

% 23.7% 76.3% 100.0%

             **   注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 
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図表 4-10 は「学生寮認知」と「入寮希望」のクロス表である。学生寮について認知している場

合には、学生寮を希望する割合が高く有意な関連がみられた。 

 
図表4-10 学生寮認知 と 入寮希望 のクロス表 

 入寮希望 合計 

希望する 希望しない

学生寮認知 

知っている
度数 91 120 211

% 43.1% 56.9% 100.0%

知らない 
度数 2 180 182

% 1.1% 98.9% 100.0%

合計 
度数 93 300 393

% 23.7% 76.3% 100.0%

            ***    注 ***p<.000, **p<.01, *p<.05, n.s.（not significiant） 
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（4）奨学金と学生寮について、過年度との比較 
 
① 新入生 

 新入生の奨学金等制度受給経験、奨学金等制度の認知、学生寮の認知について過去 8 年間の結果

と今年度の結果とを比較したものを図表 5-1～5-3 に示す。 

 図表 5-1 は新入生のこれまでの奨学金等制度の受給経験について過去 8 年間の結果と比較した

ものである。今年度は、奨学金受給経験が「ある」と回答した割合が 13.1%であり、これは平成 25

年度の 13.4%に次いで 2 番目に高い割合である。 

 
図表 5-1 新入生の奨学金等制度受給経験 過年度比較 

 

 図表 5-2 は新入生の奨学金等制度の認知について過去 8 年間の結果と比較したものである。今年

度の調査において、奨学金等制度について認知している割合は、「知っている」が 69.5%という結

果であった。 

 
図表 5-2 新入生の奨学金等制度の認知 過年度比較  
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 図表 5-3 は新入生の学生寮の認知について、過去 8 年間の結果と比較したものである。新入生の

学生寮認知率については、平成 26 年度以降認知率が低下しており、今年度調査では、「知ってい

る」が 62.0%と最も低い割合を示している。 

 
図表 5-3 新入生の学生寮の認知 過年度比較 

  

② 保護者 

保護者の奨学金等制度の認知・希望、学生寮の認知・希望について過去 8 年間の結果と比較した

ものを図表 6-1～6-4 に示す。 

 図表 6-1 は保護者の奨学金等制度の認知について過去 8 年間の結果と比較したものである。今年

度の調査においては、「知っている」が 78.5%、「知らない」が 19.8%であった。保護者の奨学金制

度の認知率が過去の新入生調査の中で最も高かった昨年度の調査からは、4.3 ポイント下がった結

果であった。 

 
図表 6-1 保護者の奨学金等制度の認知 過年度比較 
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 図表 6-2 は保護者の奨学金等制度の利用希望について過去 8 年間の結果と比較したものである。

今年度調査では「希望しない」が 53.2%であり、「奨学金を希望しない」と回答した割合が過去 8

年間の調査と比べて最も高い結果となった。 

 

 
図表 6-2 保護者の奨学金等制度利用希望 過年度比較 

 

 図表 6-3 は保護者の学生寮の認知について過去 8 年間の結果と比較したものである。今年度の調

査においては、「知っている」が 53.4%と、過去の調査の中で最も低い認知率を示している。 

 

図表 6-3 保護者の学生寮の認知 過年度比較 
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 図表 6-4 は保護者の学生寮希望について過去 8 年間の結果と比較したものである。今年度は、学

生寮への入寮を「希望する」と回答した割合は 22.6%、「希望しない」と回答した割合は 73.7%で

ある。今年度調査では、「希望しない」と回答した割合が過去調査の中で平成 30 年度に次いで高い

割合であった。 

 

 

図表 6-4 保護者の学生寮利用希望 過年度比較 

  

66


